
 
 
 
 
 
 
 

   新年明けましておめでとうございます。本年も教職員一同，一丸となって生徒の成長を支援していきます。

よろしくお願いいたします。 
   さて，年が明けて１０日余り過ぎてしまいましたが，生徒・保護者の皆さんは今年の目標を立てられました

か？「１年の計は元旦にあり」と言います。ご家族で今年の意気込みを話し合ってみてはいかがでしょうか？

「有言実行」という言葉もあります。やる気を内に秘めるのも良いでしょうが，人に宣言することで，より目

標が明確になり意識も高まると思います。元気で充実した１年にしていきましょう。 
   「１月は行く，２月は逃げる，３月は去る」と言われ，３学期は「アッ」と言う間に過ぎて行きます。３学

期の主な予定をお知らせします。生徒の皆さんも，少し先を見通して生活していきましょう。なお，別紙でお

知らせしておりますが，年度当初にお知らせした年間計画の日程と変更になった行事がありますので，しっか

りご確認ください。 
 
    【１月】…２０日（金）：立志式，修学旅行説明会   

２４日（火）～２６日（木）：３年生学年末試験 

２７日（金）：授業参観・学級懇談会 

   【２月】… １日（水）：１年生英語能力判定テスト  

        ４日（土）：土曜授業（ＭＮＣ幹部認証式），平成２９年度新入生説明会 

        １４日（火）～１６日（木）：２年生修学旅行 

         ２４日（金）：授業参観・学級懇談会 
    【３月】… １日（水）～３日（金）：１，２年生学年末試験 

         １１日（土）：第６８回卒業証書授与式 

         １３日（月）：振替休日（１１日） 

         ２４日（金）：修了式 
 

 
 

１２月８日（木）に生徒会新役員選挙立会演説会並びに投票が行われ，新会長と副会長が決まりました。その

後，立候補者を中心に執行部役員を選び，各委員会の担当を決めました（表参照）。今年の選挙は，会長に４人，

副会長に１１人という，希にみる多数候補者による激戦になりました。それだけ，「やる気」を持った２年生がい

るということで，大変心強く感じました。今月１３日（金）に認証式・引継式を行い，本格的に新体制がスター

トします。生徒・教職員全体のバックアップ体制で，生徒会を盛り上げていきましょう。新役員の皆さん，よろ

しくお願いします。 

 

会長 金川慶一郎 

副会長 姥迫竜ノ介 山本 瑞己 
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郷土に誇りを持ち，知・徳・体を磨き続け， 

グローバル社会を生き抜く生徒の育成 
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【第６０回広島県科学賞】 
  入 選 渡邊 照樹 「僕は熱中症には負けないぞ‼」 
  努力賞 伊藤ゆりあ・栗原由紀子  「魔法の鏡に映る像とは？」 
      小田原萌衣 「塩の水 エレベーター」 
【第 64 回尾道市子ども科学展】    
  金 賞 渡邊 照樹 「僕は熱中症には負けないぞ‼」 
  銀 賞 伊藤ゆりあ・栗原由紀子  「魔法の鏡に映る像とは？」 
      小田原萌衣 「塩の水 エレベーター」 
  入 選 古藤 崚  「消しゴムなしで字は消せるのか？」 
      山戸 翔平 「冷却パックの秘密 ～冷却パックの中身は何か？～」 
      髙垣沙由美 「かき氷のなやみ」 
      藤原 和子 「植物に必要な水の量」 
      泉 伶奈・元  真衣 「氷を長持ちさせる方法」 
      槙中 将也 「燕の日記」 
      柴野 未悠・八幡 莉子 「川の造りと魚の生活 －中野川の場合－」 

 
 
 
  １２月１１日（日），「家族ふれあいデー」の取組を紹介し，後日アンケートをしました。６月に実施した 

ときには，何らかの形でメディアとの接点を制限したという人が４１％いましたが，１２月は２９％となり 
減少してしまいました。この取組は，現代においてテレビやパソコン，スマートフォンなどのメディアに接 
する時間が増加し，人とのふれあいが減少しているという課題を少しでも解消していこうというものです。 
実際に「メディアとの接点を２時間以内にする」「食事中はテレビを消す」等の取組をした生徒の感想に 

は「いろんな話ができて良かった」「たまにはゆっくり家族と話すのも良いと思った」「読書がたくさんできた」 
等，肯定的なものが多くありました。「家族ふれあいデー」でなくても，人と人とのコミュニケーションを大 
切にし，心の交流をしていきたいものですね。 

 


